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9 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　8月 24 日、巌山神社（飯野）で「巌山地蔵大権現祭」が行われました。その中で、毎
年の呼び物「稚児相撲」は、力士に抱えられて土俵入りすると丈夫に育つという言い伝え
があり、1歳前後の男児 7人が参加しました。元気な泣き声が会場中に響きわたった関尾
颯真君（諸寄）のお父さんは「元気で活発な子に育ってほしい」と願っていました。
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北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
・

山
陰
近
畿
自
動
車
道
早
期
実
現
促
進
大
会

　

7
月
25
日
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
・
山
陰
近
畿
自
動
車
道
早
期
実
現
促

進
大
会
が
、
豊
岡
市
立
日
高
文
化
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
但
馬
3
市
2
町
か
ら

約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

谷
公
一
衆
議
院
議
員
、
井
戸
敏
三
兵
庫

県
知
事
、
上
田
良
介
兵
庫
県
議
会
副
議

長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
に
出
席
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
谷
衆
議
院
議
員
や

井
戸
知
事
か
ら
、「
早
期
完
成
に
向
け

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」
と
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

基
調
講
演
で
は
、
国
土
交
通
省
技
監 

の
徳
山
日
出
夫
さ
ん
が
、
高
速
道
路
が

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
た
事
例
を
紹

介
。
人
口
減
少
が
進
む
地
方
で
も
、
道

路
網
の
構
築
が
雇
用
創
出
や
地
域
産
業

の
発
展
・
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
浜
坂
中
学
校
1
年

の
清
水
愛
結
さ
ん
か
ら
「
未
来
へ
の
贈

り
物
」
と
題
し
て
、
浜
坂
道
路
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
を
見
学
し
た
浜
坂
東
小
学
校

当
時
の
体
験
談
と
、「
新
温
泉
町
が
浜

坂
道
路
と
共
に

元
気
な
ま
ち
、

住
み
た
い
と
思

う
ま
ち
に
な
る

こ
と
、
そ
し
て

浜
坂
道
路
を
未

来
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
次
の
世
代
へ

し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
た
い
」
と
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
早
期
完
成
を
望
む
決
議
文
が

採
択
さ
れ
、全
員
で
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」

の
掛
け
声
を
上
げ
、
会
場
全
体
が
早
期

実
現
の
士
気
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

早期完成に向け声を上げる会場

地
域
医
療
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
５

in 

浜
坂
病
院

発表する清水さん

　

兵
庫
県
が
養
成
す
る
医
学
生
に
、
将

来
へ
き
地
に
勤
務
す
る
医
師
と
し
て
、

へ
き
地
医
療
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
「
地
域
医
療
夏
季
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
５
in
ひ
ょ
う
ご
」
が
実
施

さ
れ
、
県
内
4
カ
所
で
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

北
但
馬
地
区
で
は
、
浜
坂
病
院
で
実

施
。
8
月
20
日
～
22
日
の
3
日
間
、
16

人
の
医
学
生
が
参
加
し
て
、
医
療
現
場

の
見
学
や
体
験
実
習
、
勤
務
医
師
と
の

交
流
な
ど
を
通
じ
て
へ
き
地
医
療
の
現

状
を
学
び
ま
し
た
。

　

20
日
の
夜
に
は
、
浜
坂
多
目
的
集
会

施
設
で
行
っ
た
「
講
話
会
」
に
参
加
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
町
民
２
０
０

人
の
前
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
話
会
で
は
、
先
ず
陣
在
恭
子
総
看

護
師
長
が
登
壇
。「
浜
坂
病
院
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
ユ
ー

ト
ピ
ア
浜
坂
で
定
期
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
地
域
を

巡
回
し
て
講
座
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

次
に
八
幡
晋
輔
内
科
医
長
。「
今
こ

そ
、地
域
医
療　

医
師
不
足
を
考
え
る
」

と
題
し
、
医
師
不
足
の
原
因
や
そ
れ
に

対
す
る
国
や
自
治
体
の
対
応
を
紹
介
。

地
域
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、「
住
民

と
の
対
話
が
医
師
を
成
長
さ
せ
る
。
地

域
と
の
交
流
が
医
師
確
保
に
必
要
」
と

話
し
、
住
民
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
医
学
生
４
人
が
「
な
ん
だ
い

や
？
認
知
症
」
を
発
表
。
少
し
緊
張
し

な
が
ら
交
代
で
、
認
知
症
と
物
忘
れ
の

違
い
、
認
知
症
の
予
防
方
法
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

講話会で発表する医学生
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日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
表

新
温
泉
町
消
防
団

温
泉
支
団
夏
期
訓
練

　

８
月
２
日
、
健
康
公
園
で
「
温
泉
支

団
夏
期
訓
練
」
を
行
い
、
団
員
１
９
３

人
が
参
加
。
７
つ
あ
る
分
団
ご
と
に
分

か
れ
て
、
ポ
ン
プ
操
法
や
通
常
点
検
、

分
列
行
進
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。

浜
坂
支
団
消
防
大
会

　

８
月
29
日
、
浜
坂
漁
港
せ
り
市
場
駐

車
場
で
「
浜
坂
支
団
消
防
大
会
」
を
行

い
、
団
員
３
１
４
人
が
参
加
。
ポ
ン
プ

車
操
法
に
５
部
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
に

14
部
が
出
場
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。　

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

ー
障
が
い
を
テ
ー
マ
に
人
権
課
題
を
考
え
る
ー

　

8
月
8
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
「
新
温
泉
町
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
約
２
６
０
人
の
町
民
が
参
加
し
、
町
内
の
人
権
問
題
や
課
題
、
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
の
取
組
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
、人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
パ
ネ
ル
展
示
・
表
彰
式
、
講
演
会
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。     　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

今
年
度
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
49
点
、

標
語
の
部
78
点
の
中
か
ら
、
各
４
点
ず

つ
優
秀
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
応
募
が
増
え
て
、
こ
の

事
業
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
高

揚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
障
が
い
の
分
野
で
幅
広

く
活
動
さ
れ
て
い
る
毎
日
新
聞
社
論
説

委
員
の
野
澤
和
弘
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
に
」
と

題
し
て
、豊
富
な
経
験
の
中
か
ら
、様
々

な
事
例
を
も
と
に
、
障
が
い
者
に
関
す

る
法
律
、
合
理
的
配
慮
の
捉
え
方
、
こ

れ
か
ら
の
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
の
必

要
性
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
仲
間
と

し
て
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
に
重
き
を
お
い
た
講
演
で
、
人
権
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な

講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
人
は
誰
も
積
極
的
に

生
き
る
こ
と
が
希
望
に
つ
な
が
る
こ
と

を
感
じ
る
大
変
良
い
講
演
で
し
た
」「
一

人
一
人
が
相
手
を
思
い
や
る
地
域
と
な

り
た
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡本教育長から表彰と
記念品を受け取る受賞者

講演する野澤さん

　

競
技
の
結
果
、
９
月
23
日
に
健
康
公

園
で
行
わ
れ
る
「
美
方
郡
消
防
操
法
大

会
」
へ
の
出
場
チ
ー
ム
が
決
定
。

◆
温
泉
支
団

▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部　

第
４
分
団

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
2
分
団
・
第
7
分
団

◆
浜
坂
支
団

▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

第
7
分
団
大
庭
部

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
6
分
団
三
尾
部
・
第
7
分
団
戸
田
部

分列行進を行う団員（温泉支団）

操法で放水を行う団員（浜坂支団）
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び～ちふぇすた 2015
いん しんおんせん

ビーチサッカー FESTA 2015
in 山陰海岸 shin-onsen

　8 月 2 日、「びーちふぇすた 2015」を開催し、
約 1,000 人が来場しました。
　ビーチバレー大会（４人制）では、２つの部門
を設け、合わせて 75 チーム約 400 人が参加。招
待選手の青山繁さん（元日本代表、中京大男子バ
レーボール部監督）、高尾和行さん（ビーチバレー
五輪出場、プロビーチバレープレイヤー）、松本
慶彦さん（北京五輪出場、堺ブレイザーズ所属）、
松村南さん（元ビーチバレープレイヤー）も加わ
り、熱戦を繰り広げました。
　ビーチバレー以外にも、バナナボートの試乗、
スポーツアロマコーナーなどを行い、ビーチス
ポーツを多くの方が体験しました。
　また、ミュージシャンのＳＡ・ＲＩ・ＮＡさん
による野外ライブが会場を盛り上げました。
　イベント参加者には、ビーチ・クリーン・アッ
プとして、浜坂県民サンビーチの美化清掃活動に
協力していただきました。

　8 月 29 日 と 30 日 の 両 日、「 ビ ー チ サ ッ カ ー
FESTA2015」を開催。30 日は雨模様になりまし
たが、2 日間で約 1,500 人が来場しました。
　ビーチサッカー大会では、クラスをキッズ（小
学 3 年生以下）やチャンピオン（16 歳以上）な
ど７つに分け、合わせて 61 チーム約 600 人が参
加。各クラスとも白熱した戦いが繰り広げられま
した。
　関西、中国、東海の各地域から強豪チームが集
結したチャンピオンクラスには 16 チームが参加。
決勝戦は「プラシア山口（山口県防府市）」と「Ｏ
ＳＡＫＡ  ＬＥＱＵＩＯＳ（大阪府枚方市）」が対
戦。4 ‐ 1 で「プラシア山口」が優勝の栄冠を手
にしました。
　他にもビーチの清掃活動、ビーチフラッグス大
会やビーチヨガ体験、ビーチサッカー日本代表選
手のサイン会やビーチサッカー体験会などを実施
し、大会を盛り上げました。

◆バレーボール教室を開催
　8 月 1日、町内の小中学生など約 60人が参加
してバレーボール教室を行いました。
　指導には、青山繁さんや松本慶彦さん、松村南
さん、中京大バレー
ボール部員 25 人な
どがあたり、基本を
中心に、楽しく丁寧
に指導していただき
ました。

◆ビーチサッカー教室を開催
　8 月 27 ～ 30 日の 4日間、ビーチサッカー日
本代表選手などが指導する「ビーチサッカー教室」
を開催し、小学生など約 220 人が参加しました。
　普通のサッカーと
は違うパスやシュー
トを教わると、次第
にビーチでのボール
の扱いが上手になっ
ていきました。　
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海
外
研
修
を
終
え
て帰

国
報
告
会　

浜
坂
中
相
撲
部

　
県
総
体
三
位
、
近
畿
総
体
出
場

　

7
月
26
日
、
地
元
の
浜
坂
相
撲
場
で

行
わ
れ
た
兵
庫
県
中
学
校
総
体
で
、
但

馬
内
で
唯
一
の
相
撲
部
と
し
て
浜
坂
中

相
撲
部
が
3
人
制
と
5
人
制
に
出
場
。

ど
ち
ら
も
12
チ
ー
ム
中
3
位
に
輝
き
、

近
畿
中
学
校
総
体
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。
8
月
4
日
に
奈
良
市
で
行
わ

れ
た
近
畿
総
体
で
は
、5
人
制
に
出
場
。

予
選
成
績
が
1
勝
2
敗
、
内
容
差
で
惜

し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
を
逃

し
ま
し
た
。

　

部
員
は
、
加
藤
優ゆ
う

翔と

君
（
3
年
）、

尾
崎
温は
る

斗と

君（
3
年
）、中
村
春は
る

輝き

君（
２

年
）、
山
本
佳け
い

汰た

君
（
2
年
）、
山
口

音お

都と

君
（
2
年
）、
谷
元
飛つ
ば

翔さ

君
（
1

年
）
の
6
人
。
主
将
の
加
藤
君
は
「
県

総
体
で
は
思
っ
て
い
た
以
上
の
成
績
が

残
せ
、
嬉
し
か
っ
た
。
近
畿
総
体
で

は
、
僅
差
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

を
逃
し
た
。『
あ
と
１
つ
勝
っ
て
い
れ

ば
』と
い
う
く
や
し
い
思
い
も
あ
る
し
、

近
畿
で
も
通
用
す
る
と
い
う
自
信
に
も

な
っ
た
」
と
2
つ
の
大
会
が
大
き
な
経

験
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
3
年
生
は
引
退
と
な
り

ま
す
が
、
１
・
2
年
生
が
出
場
す
る
11

月
の
県
新
人
戦
に
向
け
て
、
6
人
で
稽

古
を
続
け
る
と
の
こ
と
。
近
畿
総
体
で

の
く
や
し
さ
を
バ
ネ
に
、
新
人
戦
で
の

優
勝
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
山
田
達
也
さ

ん
は「
真
面
目
に
稽
古
す
る
生
徒
た
ち
。

毎
日
続
け
た
稽
古
が
今
回
の
成
績
に
つ

な
が
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
校
海
外
研
修

　

7
月
29
日
～
8
月
9
日
の
12
日
間
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
研
修
を
行
っ
た

町
内
2
中
学
校
の
生
徒
15
人
が
、
8
月

26
日
、
役
場
を
訪
れ
、
岡
本
町
長
に
帰

国
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
研
修
の
成
果
を

発
表
。「
異
国
の
文
化
に
触
れ
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
」「
現
地
の
方
と
の

交
流
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
は
「
今
回
の
貴

重
な
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活

に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
こ
れ
か
ら

の
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
海
外
研
修

　

海
岸
清
掃
活
動
で
の
交
流
が
10
周
年

を
迎
え
、8
月
16
日
～
20
日
の
5
日
間
、

韓
国
で
青
少
年
海
外
研
修
を
実
施
。
参

加
し
た
浜
坂
高
校
の
生
徒
6
人
が
、
8

月
31
日
、
役
場
を
訪
れ
、
岡
本
町
長
に

帰
国
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

写
真
な
ど
を
使
っ
て
研
修
の
様
子
を

報
告
。
参
加
者
か
ら
は
「
最
初
は
積
極

的
に
話
し
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
次

第
に
現
地
の
人
と
仲
良
く
な
っ
て
良
い

交
流
が
で
き
た
」「
韓
国
の
文
化
に
触

れ
た
こ
と
で
、
日
本
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、

有
意
義
な
研
修
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

帰国報告を行った中学生 15人

帰国報告を行った高校生 6人



6広報しんおんせん（9月号）

H27（2015）.9.10

健康づくり月間
～糖尿病を予防し、健康寿命を延ばしましょう～

　私たちの細胞が生きていくためには、エネルギー源としてのブドウ糖が必要です。このブドウ糖を各細
胞にうまく配合していくために、インスリンなどのホルモンが調整役をしていますが、肥満や運動不足の
場合には、インスリンの働きが悪くなるため、血糖値が高くなります。加齢や体質によりすい臓からのイ
ンスリンの分泌が弱くなると太っていなくても血糖値が高くなることがあります。糖尿病は重症化すると、
健康寿命を妨げる大きな原因になります。

【糖尿病が増加した背景】
◆食生活の欧米化
◆運動不足など体を動かすことが減り肥満が増加
◆ストレスの多い生活

【糖尿病の怖さは合併症にあり！】

最近の研究では、がんや認知症とも関連があるこ
とが分かってきました。

【日常生活で気をつけること】
◆食事
▽脂肪、甘いもの、塩分を控え、バランスのとれた
　食事をとる。
▽規則正しい食事習慣
◆運動
▽運動すると筋肉がつき、インスリンの働きが改善
　されます。
▽「今より１０分多く動く」を目標に !
◆禁煙
◆適量飲酒
▽ビールなら中瓶１本
◆その日の内のストレス解消
◆年に１回の健康診断で早期発見

―問合せ―　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940



7 広報しんおんせん（9月号）

H27（2015）.9.10

骨粗しょう症検診（個別検診）のご案内

医療機関 実施曜日 時　　間

浜辺医院
月曜日～土曜日

（土は午前のみ）

午前 9時～ 11時 30分

午後４時～６時

沢田医院 月曜日～土曜日 午前８時 30分～ 11時

古澤クリニック
月曜日～土曜日

（土は午前のみ）

午前８時 30分～ 12時

午後４時～ 7時

照来診療所 月曜日～金曜日 午前８時 30分～ 11時

▼実施期間
　10月１日（木）～ 11月 30日（月）
▼対象者　20歳以上の女性
※集団検診を受けた方は受診できません。
▼受診方法
◇申し込みをされた方は、受診票を送付していま
す。必要事項を記入の上、直接、医療機関で検
診を受けてください。
◇申し込みをしていない方も今年骨粗しょう症検
診を受けていない方は、次の医療機関に相談し
て受けてください。

▼検診費用　2,000 円
※検診費用は受診された各医療機関で当日お支払
いください。

ー問合せー　健康福祉課　健康推進係　（すこやか～に内）　℡ 99-2940

▼実施医療機関
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町政のうごきから
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広報しんおんせん（9月号）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
送
付
先

　

住
民
票
の
住
所
地
に
世
帯
ご
と
で
通

知
カ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
通
知
を
確
実
に
お
受
け
取
り
い
た
だ

く
た
め
に
、
今
の
お
住
ま
い
と
、
住

民
票
の
住
所
が
異
な
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
に
、
住
民
票
の
異

動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
民
票

の
住
所
地
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
（
※
）
は
、
居
所
情
報
登
録

申
請
書
を
９
月
25
日
（
金
）
ま
で
に

役
場
町
民
課
に
持
参
又
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
申
請
が

必
要
な
方

▽
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
住

所
地
以
外
の
居
所
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方

▽
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
児
童

虐
待
等
の
被
害
者
で
住
所
地
以
外
の

居
所
に
移
動
さ
れ
て
い
る
方

▽
一
人
暮
ら
し
で
、
長
期
間
、
医
療
機

関
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い

る
方

　

申
請
が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
登
録
さ

れ
た
居
所
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
役
場
町
民
課
で
受
け

取
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。(http://w

w
w

.soum
u.go.jp/

kojinbango_card/)

送
付
さ
れ
る
も
の

　

10
月
以
降
に
簡
易
書
留
で
次
の
も
の

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

◆
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
申
請
書

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
書

類
※
大
切
な
書
類
で
す
。
必
ず
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
ま
ち
が
え
て
捨
て
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

※
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。）

※
一
部
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
上
記
ダ
イ
ヤ
ル

　

に
繋
が
ら
な
い
場
合
は
、

　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
９
４
０
５

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
通
話
料
が
か
か
り

　

ま
す
。

▼
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.cas.g

o
.jp
/jp
/

seisaku/bangoseido/

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
つ
い
て

10
月
か
ら
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
すマイナンバーキャラクター

マイナちゃん

【広告】
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町政のうごきから

　

調
査
員
が
、
す
べ
て
の
世
帯
に
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
回
答
用
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お

  

配
り
し
ま
す

H27（2015）.9.10

広報しんおんせん（9月号）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
漁
業
実
習
生

別
れ
と
出
会
い

　

6
月
29
日
、
浜
坂
漁
業
協
同
組
合
本

所
で
、
3
年
間
の
実
習
を
終
え
た
第
6

次
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
漁
業
実
習
生
14
人

に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
越
漁
協
組
合
長
が
「
こ
こ
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
帰
国
後
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す
る
と
、
実
習

生
を
代
表
し
て
ア
ク
マ
ド
・
サ
リ
フ
さ

ん
が
「
言
葉
や
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が

大
変
だ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
に
助
け
て
も

ら
っ
た
。
3
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
謝
を
述
べ
、
1
人
ず
つ
お
礼

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
9
次
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
漁
業
実
習

生
16
人
が
、
7
月
24
日
に
来
日
。
8
月

6
日
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

岡
本
町
長
が
「
先
輩
た
ち
の
背
中
を

見
て
、
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
今
後
の
研
鑚
を
求
め
る
と
、
実
習
生

を
代
表
し
て
リ
ザ
ル
・
ハ
ム
ニ
ダ
さ
ん

が
「
3
年
間
の
実
習
で
、
技
術
を
身
に

着
け
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

誓
い
、
全
員
で
覚
え
た
「
３
６
５
歩
の

マ
ー
チ
」を
日
本
語
で
合
唱
し
ま
し
た
。

川越組合長から修了証書を授与される実習生

ガッツポーズで技術習得を誓う実習生 16人

　

平
成
27
年
10
月
1
日
を
基
準
日
と

し
て
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住

む
全
て
の
皆
さ
ん
が
対
象
で
す
！

　

今
回
の
調
査
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
ス

タ
ー
ト
！

　

ご
回
答
い
た
だ
い
た
情
報
は
厳
重

に
保
護
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

◆
国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
訪
問
者

や
電
話
、
メ
ー
ル
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
！

▽
国
勢
調
査
で
は
、
金
銭
を
要
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
銀
行
口
座
の
暗
証
番
号
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を
お
聞

き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
企
画

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン

 

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
し
て
い
た
だ
け
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

　

さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
に
、

  

調
査
員
が
紙
の
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す

　

記
入
し
た
調
査
票
を
、
調
査
員
に
渡
し
て

　

い
た
だ
く
か
、
郵
送
用
の
封
筒
を
使
っ
て

  

提
出
し
て
く
だ
さ
い

①②③④
10
月
1
日
（
木
）

～
7
日
（
水
）

9
月
26
日
（
土
）

～
30
日
（
水
）

9
月
10
日
（
木
）

～
12
日
（
土
）

9
月
10
日
（
木
）

　

～
20
日
（
日
）

◎
調
査
の
流
れ
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広報しんおんせん（9月号）

素敵な出会いを見つけてください
～　独身の方　参加者募集　～

　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名
浜坂西小学校プール塗
装等工事 諸寄 大・小プール塗装、タイル

改修、アルミ建具取替 4,968,000 平成 27年 7月 27日～平成 27年 10月 30日 ㈲浜根工務店

リフレッシュパークゆ
むら加温機取替工事 湯 加温機取替工事一式 11,037,600 平成 27年 8月 8日～平成 27年 10月 7日 尾﨑建設㈱

浜坂多目的集会施設高
圧受電設備取替工事 浜坂 高圧受電設備取替工事一式 3,780,000 平成 27年 8月 7日～平成 27年 9月 28日 山陰道路㈱

（平成 27年 7月 16日～平成 27年 8月 15日契約分）

「コリドー 21　　　　　　　　
　　　恋結びパーティー 2015」

▼と　き　11月 15日（日）午後 3時～ 6時
※男性のみ事前レクチャーあり　午後 2時 30分～
▼ところ　「cafe SOURCE BANQUET」（鳥取市）
▼対象者　概ね 30～ 45歳の独身で、新温泉町、
　　　　香美町、岩美町、鳥取市、八頭町、若
　　　　桜町に在住・在勤の方

▼募集定員　男女各 20名
　　　　　　（応募者多数の場合は抽選）
▼参加費　男性 2,500 円、女性 1,500 円
　　　　　（当日集金）
▼内　容
◇おいしい軽食やデザートを食べながら、楽しく
会話をしましょう !
◇景品のもらえるゲームも企画中です !
▼申込期限　10月 30日（金）
▼申込方法　①お名前②年齢③性別④住所⑤電話
番号⑥ E-mail アドレス⑦ニックネームを明記
のうえ、はがき、FAX、または電子メールで申
し込んでください。（電話での申込みは不可）

▼申込み・問合せ
　コリドー２１事務局 （八頭町役場企画課）
　〒 680-0493　鳥取県八頭郡八頭町郡家 493 
　℡（0858）76-0212　Fax（0858）76-0217
　電子メール　yazu-kikaku@town.yazu.tottori.jp

「但馬地域こうのとり大使　　　
　　　による縁結び交流会」

▼と　き　11月 15日（日）
　　　　　午前 11時～午後 3時 30分ごろ
▼ところ　県立但馬長寿の郷（養父市八鹿町）
▼対象者　県内に在住、在勤の独身男女
　　　　　（男性は但馬在住、在勤を優先）
▼募集定員　男女各 15名
　　　　　　（応募者多数の場合は抽選）
▼内　容
◇１対１のフリートーク
◇ティータイム・フリートーク　等
▼参加費　男性 3,500 円　女性 2,000 円
▼申込期限　10月 28日（水）
▼申込方法　申込用紙により FAX 又は郵送によ
り申し込んでください。（申込書は但馬県民局
ＨＰからダウンロード可能）

▼申込み・問合せ
　但馬出会いサポートセンター
　（開館日時　水・木・土の午前9時～午後5時15分）
　〒 667-0044　養父市八鹿町国木 594-10
　　　　　　　　但馬長寿の郷内
　℡（079）662-7701　Fax（079）662-7703
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山
元
町

  
復
興
支
援
通
信 

⑤

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
は
８

月
14
日
。
窓
を
開
け
た
ま
ま
寝
て
い
た

ら
、
朝
は
肌
寒
く
感
じ
ま
し
た
。
夏
の

終
わ
り
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

出
勤
す
る
と
、
お
盆
な
の
に
出
勤
率
８

割
超
。
午
後
に
は
会
議
も
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
復
興
真
っ
最
中
で
す
。

　

整
備
中
の
３
つ
の
市
街
地
の
中
で
一

番
大
き
な
「
新
山
下
駅
周
辺
地
区
」
で

は
、
全
５
５
０
戸
の
う
ち
約
３
０
０
戸

の
入
居
が
完
了
し
ま
し
た
。
災
害
公
営

住
宅
の
約
９
割
が
完
成
し
入
居
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

長
い
仮
設
住
宅
生
活
を
終
え
公
営
住

宅
へ
移
る
被
災
者
は
皆
さ
ん
笑
顔
で
、

私
達
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、

被
災
者
は
普
段
通
り
の
暮
ら
し
を
取
り

戻
す
た
め
、
入
居
し
た
後
も
す
る
べ
き

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、入
居
し
た
そ
の
日
か
ら「
ご

み
」
が
出
ま
す
。
ご
み
集
積
場
の
掃
除

な
ど
の
管
理
は
自
分
た
ち
で
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
配
り
物
や
回
覧
板
、

集
会
所
の
使
い
方
も
自
分
た
ち
で
ル
ー

ル
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町

内
各
地
で
被
災
し
新
市
街
地
で
初
め
て

顔
を
合
わ
せ
た
人
た
ち
同
士
で
、
様
々

な
こ
と
を
相
談
し
て
決
め
て
い
か
な
け

れ
ば
生
活
環
境
は
整
い
ま
せ
ん
。

　

役
場
で
は
、
復
興
業
務
と
し
て
「
自

治
会
」「
班
（
隣
保
）」
を
つ
く
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。「
会
費
は
い

く
ら
？
」「
ど
ん
な
行
事
や
会
議
が
必

要
？
」
と
、
自
治
会
の
規
約
づ
く
り
か

ら
始
め
ま
す
。
す
で
に
生
活
し
て
い
る

た
め
、「
犬
の
ふ
ん
に
迷
惑
し
て
い
る
」

「
隣
の
物
音
が
う
る
さ
い
」「
向
か
い
の

独
居
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
心
配
」
と

い
っ
た
問
題
も
出
ま
す
。

自治会設立に向けて協議

空席が目立つ新自治会の会議
出席率は 2 割にとどまりました。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
仮
設
住

宅
で
は
、
役
場
が
積
極
的
に
介
入
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
大
半
の
こ
と

は
自
分
た
ち
の
手
で
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
営
住
宅
の
入

居
者
は
、
年
齢
か
ら
家
の
建
築
を
あ
き

ら
め
る
な
ど
高
齢
者
が
中
心
で
、
実
際

に
活
動
で
き
る
人
が
少
な
く
、
さ
ら
に

苦
労
を
伴
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
水
や
空
気
の
よ
う
に
当
然

だ
と
思
っ
て
い
た
自
治
会
や
隣
保
は
、

み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
を
当
然

だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
異
な
る

地
区
か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
新
し
く

立
ち
上
げ
る
の
は
大
変
で
す
。し
か
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
自
立
し
て

い
く
た
め
、
役
場
は
「
お
手
伝
い
」
し

か
で
き
な
い
の
で
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
復
興
の
道
の
り
の
長

さ
を
感
じ
ま
す
。

新自治会「ときわ会」の夏祭り。住民が一緒にイベントを
作り上げることからコミュニティづくりを始めています。
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

107
―

組
ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
委
員
の
報
告
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
感
想
等
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。（
議
席
順
）

◇
組
合
長
の
強
引
と
も
思
え
る
よ
う
な

統
率
力
と
「
営
農
組
合
と
は
機
械
を

買
う
組
織
で
は
な
く
、
人
の
和
・
集

落
の
和
を
作
る
所
で
あ
る
」
の
言
葉

に
感
銘
。

　
（
川
元
勝
利
会
長
）

◇
営
農
組
合
の
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
絞
込

と
農
業
委
員
会
と
し
て
農
政
へ
の
積

極
関
与
の
必
要
性
を
痛
感
。

　
（
小
谷
正
美
代
理
）

◇
真
庭
市
の
各
農
業
関
係
組
織
が
縦
割

で
は
な
く
横
の
連
携
を
密
に
し
て
協

議
会
を
運
営
し
て
い
る
点
は
見
習
う

べ
き
。

　
（
平
田
慶
治
委
員
）

◇
赤
田
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機
械
等
徹
底

し
た
低
コ
ス
ト
化
と
真
庭
市
の
地
域

に
適
合
し
た
農
業
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
強
く
感
じ
た
。

　
（
宮
本
幸
一
委
員
）

◇
地
域
農
業
に
お
け
る
課
題
は
多
い

が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
を
持

つ
新
た
な
組
織
の
構
築
若
し
く
は
強

化
が
更
に
必
要
と
感
じ
た
。

　
（
伊
賀
文
雄
委
員
）

◇
組
合
長
の
よ
う
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の

あ
る
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
意
欲
あ

る
若
い
農
業
者
育
成
に
町
と
し
て
最

大
限
の
支
援
が
必
要
。

　
（
三
谷
富
美
子
広
報
副
部
長
）

◇
集
落
以
上
の
広
域
単
位
で
の
獣
害
対

策
の
必
要
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

営
農
組
合
法
人
化
へ
向
け
た
農
家
の

意
識
改
革
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
と

改
め
て
痛
感
。

　
（
赤
坂
裕
司
委
員
）

◇
組
合
長
の
「
営
農
組
合
は
和
を
作
る

所
」
の
言
葉
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
感
銘
。
真
庭
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
連
携
は
見
習
う
べ
き
。

　
（
竹
中
道
明
委
員
）

◇
赤
田
営
農
セ
ン
タ
ー
の
継
続
連
携
強

化
に
よ
る
規
模
拡
大
に
感
銘
。
真
庭

市
農
委
の
農
地
調
査
方
法
は
見
習
う

べ
き
。

　
（
井
上
恒
夫
委
員
）

◇
農
業
経
営
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
が
、
組
合
長
の
元
気
・

熱
意
に
は
感
銘
を
受
け
た
。

　
（
谷
口
博
文
農
地
副
部
長
）

◇
組
合
長
の
話
は
時
間
が
経
つ
の
も
忘

れ
る
ほ
ど
…
。
ま
た
、
真
庭
市
の
地

方
か
ら
の
情
報
発
信
の
姿
に
感
銘
を

受
け
た
。

　
（
田
中
定
美
委
員
）

◇
赤
田
営
農
セ
ン
タ
ー
は
太
っ
腹
リ
ー

ダ
ー
の
心
意
気
を
感
じ
た
。
ま
た
、

真
庭
市
農
委
の
独
自
活
動
「
産
業
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
本
町
に
も

提
案
し
た
い
。

　
（
松
元
け
い
子
農
政
副
部
長
）

管
外
視
察
研
修
報
告

真庭市での研修の様子

赤田営農センターの低コスト農機具庫

　

6
月
23
～
24
日
、
岡
山
県
美
作
市
の

農
事
組
合
法
人
赤
田
営
農
セ
ン
タ
ー
と

真
庭
市
農
業
委
員
会
を
視
察
し
ま
し

た
。
赤
田
営
農
セ
ン
タ
ー
は
組
合
長
の

個
人
経
営
を
母
体
に
有
志
に
よ
る
任
意

組
合
を
経
て
法
人
化
、
水
稲
を
中
心
に

黒
豆
等
へ
も
展
開
中
で
、
荒
廃
し
た
国

営
農
地
開
発
地
の
再
生
を
契
機
に
耕
作

放
棄
地
対
策
へ
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
庭
市
農
業
委
員
会
は
前
年
度

全
国
農
業
委
員
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
団
体
で
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
体
験

農
業
、
女
性
農
業
者
対
策
、
産
直
活
動

等
に
市
の
農
政
部
局
と
連
携
し
て
取
り

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

竹中委員　　　　　　　谷口部長、平田委員

宇
都
野
学
園
園
芸
講
座

へ
講
師
派
遣

　

農
業
委
員
会
で
は
、
本
年
度
か
ら
浜

坂
公
民
館
の
依
頼
に
よ
り
宇
都
野
学
園

園
芸
講
座
へ
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
5
月
7
日
は
、
竹
中
道
明
委
員
が

「
白
ね
ぎ
の
栽
培
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
で
、
7
月
2
日
は
、
谷
口
正
友
農
政

部
長
と
平
田
慶
治
委
員
が
「
野
菜
づ
く

り
」
の
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。
今
後

は
11
月
5
日
に
再
度
谷
口
部
長
と
平
田

委
員
で
「
野
菜
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
視
察
を
通
し
て
農
地
の
利
用
集
積
・

遊
休
農
地
対
策
等
地
域
農
業
の
維
持

発
展
の
た
め
、
農
業
委
員
会
の
役
割

は
益
々
重
要
に
な
る
と
感
じ
た
。

　
（
杉
本
実
夫
委
員
）

◇
組
合
長
の
「
組
合
は
人
の
和
を
作

る
所
、
そ
し
て
農
業
委
員
が
農
家
を

引
っ
張
る
必
要
が
あ
る
」の
言
葉
に
、

そ
の
と
お
り
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
七
理
ス
ミ
エ
委
員
）

◇
経
験
豊
富
で
金
銭
負
担
は
全
て
組

合
長
個
人
責
任
を
約
束
し
て
仲
間
を

引
っ
張
っ
て
き
た
凄
い「
は
っ
た
り
」

の
あ
る
や
り
手
で
羨
ま
し
く
思
わ
れ

た
。

　
（
尾
崎
睦
夫
広
報
部
長
）

◇
集
落
営
農
の
成
功
の
鍵
は
リ
ー
ダ
ー

に
あ
り
。
あ
る
程
度
の
強
引
さ
と
経

営
感
覚
、
そ
し
て
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
が

描
け
る
か
？
や
り
方
次
第
で
チ
ャ
ン

ス
は
あ
る
と
感
じ
た
。

　
（
谷
口
正
友
農
政
部
長
）

◇
赤
田
営
農
セ
ン
タ
ー
が
順
調
に
推

移
し
て
い
る
の
は
、
組
合
長
の
何
よ

り
も
漲
る
パ
ワ
ー
だ
と
思
う
。
リ
ー

ダ
ー
に
は
必
要
な
条
件
だ
と
勉
強
さ

せ
ら
れ
た
。

　
（
福
井
亮
一
農
地
部
長
）

本
年
も
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
夏
期
に
農

地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
遊
休
農
地
の
解
消
・
農

地
法
遵
守
の
確
認
等
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
今
年
は
7
月
9
日
と
31
日
に
農

地
部
会
を
中
心
に
1
班
編
成
で
、
8
月

21
日
に
は
全
委
員
が
2
班
編
成
で
実
施

し
ま
し
た
。
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

町
民
が
町
民
音
頭
を
踊
る

機
会
を

　

町
内
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
る

が
、
町
民
音
頭
を
踊
ら
ず
、
他
の
曲

を
踊
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
町
民

と
し
て
町
民
音
頭
を
踊
る
よ
う
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
73
歳　

女
性
）

　

新
温
泉
町
町
民
音
頭
は
、
故
郷
の
歌

と
し
て
愛
唱
頂
く「
新
温
泉
町
町
民
歌
」

（
平
成
24
年
12
月
25
日
告
示
）
の
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
曲
と
し
て
制
作
し
た
も
の
で

す
。

　

音
頭
の
制
作
に
際
し
、
よ
り
身
近
に

感
じ
て
頂
く
た
め
、
町
文
化
協
会
並
び

に
音
羽
菊
康
会
の
協
力
に
よ
り
音
頭
の

踊
り
振
り
付
け
を
考
案
し
て
頂
き
、
平

成
25
年
3
月
に
開
催
し
た
「
町
民
歌
・

町
民
音
頭
発
表
会
」で
披
露
し
ま
し
た
。

又
、
踊
り
の
普
及
を
図
る
た
め
「
町
民

音
頭
の
踊
り
講
習
会
」
を
開
催
し
、
多

く
の
方
に
受
講
し
て
頂
き
ま
し
た
。（
発

表
会
で
の
町
民
音
頭
の
踊
り
の
模
様
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
ま
す
。）

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
一
定
の
普
及
が

図
れ
、
地
域
の
運
動
会
や
盆
踊
り
等
で

毎
年
踊
ら
れ
た
り
、
団
体
や
事
業
所
の

イ
ベ
ン
ト
、
学
校
行
事
等
に
組
み
込
ま

れ
た
り
と
徐
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
時
間
の
経
過

と
共
に
多
少
は
機
会
が
減
少
し
た
部
分

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
歌
や
町
民
音
頭
は
、
町
の
主
体

性
を
意
識
し
、
一
体
感
を
感
じ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
町
主
催
事
業
に
お

い
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
と
共

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
企
画
課
に
、
町
民
音
頭

の
振
付
の
講
習
用
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
に
は
貸
し
出
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
又
、
講
習
会

の
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
講
師
の

手
配
等
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
制
定
し
ま

し
た
、
町
の
花
・
木
・
鳥
・
歌
・
町
民

憲
章
等
を
地
域
の
行
事
に
活
用
し
て
頂

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
課
長　

田
中
雅
樹
）
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　昨年の夏、畑ヶ平林道へ出かけた時のこと、キ
ツリフネ（黄釣船）が咲いているのに出会いまし
た。細い枝先に揺れている黄色い花は、その名の
通り、小船がつり下げられているようにも見えま
す。草丈は 40 ～ 80㎝、葉は青みを帯びた乳緑
色で長さ 4～ 6㎝、幅 2～ 3㎝の小判型。縁は粗
い鋸

きょ

歯
し

縁
えん

となっています。花は葉の下から柄
え

を出
し、直径 3㎝ほどの黄色いロート状で、奥へいく
ほど細くなり、距

きょ

はゆるく下へ曲がっています。
低地でよく見られる赤紫色のツリフネソウは距が
くるりと巻いているのが、キツリフネとの相違点
になります。
　この春、畑ヶ平林道へ出かけたところ、また別
の場所で葉を広げているキツリフネを見かけまし
た。それもぎっしりと道沿いに群生しており、花
が咲いたらさぞ見事だろうと思うほどで、随分楽
しみにしていたのですが、その後に出かけてみま
すと、下の茎を残してすべてが食べられていまし
た。多分、鹿が食べたのでしょう。図鑑には全草
が毒と記されていますが、その鹿は何とも無かっ
たのでしょうか。
　ちなみに、キツリフネはホウセンカの仲間で、
花言葉は、｢私にふれないで｣「そっとしておいて」
など。少し触れただけで飛び散る種からきている
そうです。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

キツリフネ
 （ツリフネソウ科）

 野草散歩（57) 国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

国民年金保険料「10 年の後納制度」
は 9 月 30 日まで

　「10年の後納制度」は、過去 10年間に納め忘れ
た国民年金保険料を納付することができる仕組みで
す（本来、国民年金保険料は２年を経過すると時効
により納付することができません）。この制度を利
用すれば、納め忘れの保険料を納付することにより
将来の年金額を増やすことができます。
　「10 年の後納制度」は、9月 30 日をもって終了
します。終了後は 10月 1日から３年間に限り、過
去５年間に納め忘れた国民年金保険料を納付するこ
とができる「5年の後納制度」が始まりますが、現
行の10年の後納制度よりも納付できる期間が短く、
保険料の加算額が高くなります。
　なお、老齢基礎年金を受給している方などは後納
制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには申込みが必要です。詳
しくは「国民年金保険料専用ダイヤル（℡ 0570-
011-050）」またはお近くの年金事務所へお問合せく
ださい。

国民年金保険料の免除期間・納付
猶予期間がある方へ

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法
定免除）、若年者納付猶予、学生納付特例の承認を
受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方
と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）
の受け取り額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る
老齢基礎年金を増額するために、10 年以内であれ
ば遡って古い月分から納めることができる追納制度
があります。
　追納の申込み・相談は、お近くの年金事務所へご
連絡ください。
※免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算
　して３年度目以降の追納の場合、当時の保険料額
　に一定の加算額が上乗せされます。
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「9月のおすすめの本」
ご案内

アルプスはじめました
西野淑子著/実業之日本社

　初歩の山歩きからもう少し高い山へ
チャレンジしたい人向けの入門書。美し
い写真も豊富に使い、登山計画書付きで
紹介されている日本アルプスのガイド
ブック。登った人だけが味わえる、天上
の楽園に登山をはじめてみませんか？

校長、お電話です！
佐川光晴著/双葉社

　柴山緑郎は、問題が頻発している中学
校に校長として赴任した。赴任早々、校
舎からタバコの吸い殻が見つかるし、女
性教師は自殺未遂をするしと次々に問題
が起こる。学校が抱える問題を浮き彫り
にしながら生徒、教師、なにより校長自
身が一歩一歩成長してゆく姿を描いた物
語。

キミの目が覚めたなら
　中原尚志著 / 主婦の友社

　結婚式を３ケ月後に控えた麻衣を襲っ
たのは原因不明の病だった。心肺停止と
長い昏睡状態から徐々に回復へと向かっ
ていった彼女を８年間も支え続けたのは
婚約者と家族だった。プロポーズから結
婚を迎えるまでの奇跡の実話が綴られて
いる。

『走る』のなぞをさぐる
高野　進著 / 少年写真新聞社

　人はなぜ走るようになったのか？もっ
と上手に走れるようになるには？三大会
のオリンピックに出場した高野進先生が
「走る」について詳しく解説し、正しく走
るための知識を教えてくれます。「走る」
楽しさがわかる一冊。

まんてんべんとう
くすのきしげのり作・伊藤秀男絵 / フレーベル館

　なおくんのお母さんが作るお弁当はい
つも自慢です。明日は待ちに待った遠足
なのですが、お母さんは熱を出してしま
いました。お母さんに心配をかけたくな
い一心で、次の日朝早く起きて家を出た
なおくんが取った行動は…。家族の愛情
に心温まる絵本。

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆10月10日（土）　午後2時～
　『おいもほり』 他
◆10月24日（土）　午後2時～
　『まねしんぼう』 他

子どもシネマの会　　　　　　 
◆10月10日（土）　午後3時～
　『こびと大研究』（31分）　－正体不明

の不思議な生きものこびとの世界ー

大人が集うおはなし会　　   
参加者が互いに絵本や詩を読むこと・
聞くことの楽しさを体験してみませ
んか。
◆10月14日（水）　午前10時30分～

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日



　
　
　
　

　

ま
た
、
住
宅
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い

る
壁
の
材
料
は
粘
土
で
す
。
こ
れ
ら
の

　

現
代
の
私
た
ち
の
生
活
で
は
、
建
物

や
道
路
、
堤
防
な
ど
、
多
く
の
も
の
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
材
料
は
、
石
灰
岩
か
ら
つ
く

ら
れ
た
セ
メ
ン
ト
と
レ
キ
や
砂
で
す
。
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
相
談
室
専
用
回
線

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
ま
で
は
、
温
泉
総
合
支
所
の
代
表
電
話
（
℡
92
‐
１
１
３
１
）
へ
か
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
便
利
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
相
談

室
の
専
用
回
線
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

◆
専
用
回
線　

℡
92
‐
２
０
７
０

※
引
き
続
き
℡
92
‐
１
１
３
１
で
も
相
談
や
情
報
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

相
談
室
へ
の
直
通
電
話
が
で
き
ま
し
た
。

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

     

砂
・
レ
キ
と
粘
土
①
　
砂
・
レ
キ

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 64

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

◀学校の
　校舎やプール

▲砂・レキの固ま
　りテトラポット

▲セメントの橋

17

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

レ
キ
や
砂
、
粘
土
は
、
岩
石
が
風
化
し

た
も
の
で
す
。
レ
キ
は
２
㎜
以
上
の
も

の
、
砂
は
２
㎜
～
０
・
06
㎜
の
も
の
、

そ
れ
以
下
は
お
お
よ
そ
粘
土
で
す
。

　

山
地
か
ら
風
化
し
た
レ
キ
や
砂
、
粘

土
は
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま
す
。
上
流

に
は
大
き
な
レ
キ
が
、
下
流
に
は
砂
や

粘
土
が
運
ば
れ
て
堆
積
し
ま
す
。
海
岸

で
は
そ
れ
ら
が
積
も
っ
て
砂
浜
や
平
野

を
つ
く
り
ま
す
。
砂
浜
に
積
も
っ
た
砂

は
季
節
風
で
内
陸
部
に
運
ば
れ
、
砂
丘

を
形
づ
く
り
ま
す
。
砂
丘
は
風
で
運
ば

れ
た
砂
で
で
き
て
い
ま
す
。
鳴
き
砂
で

知
ら
れ
る
琴
引
浜
一
帯
に
は
、
10
数
万

年
前
の
石
英
を
多
く
含
む
古
砂
丘
が
厚

く
堆
積
し
て
い
て
、
こ
の
砂
が
荒
波
に

も
ま
れ
、
一
層
形
を
丸
く
し
、
ご
み
は

冬
の
荒
波
で
き
れ
い
に
洗
い
流
さ
れ
、

「
鳴
き
砂
」
の
琴
引
浜
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

相談員にご相談ください。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
多
く
の
方
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

で
無
料
動
画
を
見
よ
う
と
し
て
登
録
料

を
請
求
さ
れ
た
」、「
利
用
し
た
覚
え
が

な
い
サ
イ
ト
利
用
料
を
請
求
さ
れ
た
」

な
ど
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
は
、
相
手
業
者
に
連
絡
し
た

り
、
支
払
い
を
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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まちの求人案内

　（パート）
平成 27年 8月 20日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8時 30分～午後 8時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 200 ～ 220

㈱たじみや
事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 187 ～ 300
食品工場作業員 59 以下 138 ～ 146

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350

㈱マルワ渡辺水産
保冷車運転 64 以下 300 ～ 400
レジ係 不問 138 ～ 146
鮮魚 不問 190 ～ 250

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 168 ～ 300
土木作業員 不問 170 ～ 190

やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 175
山陰松島遊覧㈱ 船長候補 35 以下 151 ～ 172
㈱メフィス 給食調理 59 以下 134 ～ 146
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250

さかい歯科医院
歯科衛生士 不問 175 ～ 225
歯科助手 不問 135 ～ 145
受付補助 不問 135 ～ 145

大盛フードサービス 調理・厨房・清掃 不問 180 ～ 200
㈱円山菓寮 営業 59 以下 170 ～ 270

守山石油㈱ 経理 不問 150 ～ 180
販売員 不問 145 ～ 173

㈱美方モータース 自動車整備士 不問 135 ～ 220
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 133 ～ 142
㈱織戸組 現場作業員 不問 170 ～ 320
㈱ナカケー 鮮魚加工員 不問 170 ～ 250
フジコン食品㈱ 計量・包装 不問 126 ～ 127
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 151 ～ 324
セコム㈱ 機械警備 18 以上 170
グループホームありがとう 介護員 不問 136

（温泉地域）

㈱井筒屋 サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254
営業事務 34以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 181 ～ 183

特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 139 ～ 163
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245
アイアンドエフ・ビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

調理 45 以下 210 ～ 254
レストランスタッフ 45 以下 191 ～ 229

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230

㈱西沢製作所 溶接工 不問 134 ～ 138
現場事務・営業 不問 138

㈱光商会 スタッフ 不問 140 ～ 200
赤坂土建㈱ 土木技術者 不問 200 ～ 300

㈱朝野家

予約係 不問 150 ～ 170
営業係 18以上 150 ～ 170
販売係 不問 150 ～ 170
客室係 不問 194 ～ 216

㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
㈱ニシムラ百貨店 販売員 不問 129 ～ 134
㈱エイテック 道路等点検補助 不問 180

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産 レジ係 不問 800～ 850
惣菜係 不問 850～ 870

浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,000
ミネル㈱ 塾講師 不問 1,200～1,800

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000

㈱メフィス 給食調理補助 59 以下 780

特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 1,100
調理員 不問 800 ～ 830

さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000～1,200
新温泉土木事務所 技術嘱託員 不問 1,273

㈱さとうフレッシュフロンティア 食品レジ 18 以上 826 ～ 1,176
食品売場 不問 776 ～ 926

ラスベガス浜坂店 開閉店作業員 20 以上 1,000～1,200
ホールスタッフ 20 以上 1,000

㈱隆栄水産 駐車場係 不問 1,200
食堂接客 不問 850 ～ 900

㈱リフティングブレーン 佃煮の包装 不問 1,000
㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 1,013
グループホームありがとう 介護員 不問 850

（温泉地域）
社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護職 不問 860 ～ 1,000
調理員 不問 800 ～ 850

アイアンドエフ・ビルディング㈱ 調理補助 不問 800 ～ 1,200

㈱井筒屋
料飲係 18 以上 950
まかない係 不問 800 ～ 850
食事会場スタッフ 不問 950

ケービックス㈱ 作業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 780 ～ 800

㈱ナカケー 販売レジ 不問 800 ～ 950
㈱エミュー エステ・リラク 18 以上 826

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,000
施設管理 不問 780 ～ 1,100
調理補助 不問 800 ～ 1,125
洗い場 不問 780 ～ 1,038

㈱とみや旅館 大浴場清掃 不問 900
㈱温泉町夢公社 駐車場管理 不問 776
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 776

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（常　用）
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広報しんおんせん（9月号）

新温泉町文化会館だより
－問合せー　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328 

平成 27 年度人権ポスター・標語の入選作品を展示

本を寄付していただきました

人権コーナー　（前回の答え）

　8月 8日、夢ホールで開催した『新温泉町人権を考えるつどい』
の際、会場で展示していた、今年度の人権ポスターと標語の入賞作
品を新温泉町文化会館１階ロビーと階段に展示しています。

　中尾知二さん、敦子さんご夫婦（浜坂）から『世界の大遺跡』全
13 巻と『日本の民話』全 12 巻書籍のセットを文化会館に寄付して
いただきました。
　いずれも、子どもから大人まで読みやすく、資料としても大変便利
なものです。大切に活用させていただきます。
　新温泉町文化会館では、人権啓発を中心にいろいろなジャンルの書

気や異常ではないので、治療の対象にはなっていま
せん。
＜問３＞　性同一性障害の人は、戸籍を変えること
ができる。
＜回答＞　○　特定の要件を満たすことが出来れ
ば、戸籍の性別を変更することは可能です。
＜問４＞　結婚している人や子どもがいる人は、当
然ながら、みんな異性愛。
＜回答＞　×　必ずしもそうとは限りません。差別
から同性愛を隠して結婚し子どもをもうけ、結婚生
活をおくる人や、結婚してから同性愛に気づいた人
もいます。

＜問１＞　女の子っぽいオトコのコはゲイに、男の
子っぽいオンナのコはレズビアンになる可能性が高
い。
＜回答＞　×　女の子っぽい、男の子っぽいという
のは、外見であり、社会が決めている「服装」や「しゃ
べり方」「立ち振る舞い」「行動」などの社会的な性
であり、ゲイ・レズビアンは好きになる対象の問題
ですから、外見は関係ありません。
＜問２＞　同性愛は、本人の努力やカウンセリング
などで異性愛に変えることが出来る。
＜回答＞　×　先天的なものである性的嗜好を自ら
変更することはできません。そもそも、同性愛は病

　町内の認定こども園から高
校生までの各年代の園児・児
童・生徒が作成したポスター、
小学生・中学生・高校生・Ｐ
ＴＡなどが作成した標語の力
作を壁いっぱいに展示してい
ますので、新温泉町文化会館にお気軽に足を運んでいただいて、す
ばらしい作品の数々を、ぜひご鑑賞ください。

籍や資料の閲覧や貸出しなども行っています。お気軽にお問い合わせください。

性的マイノリティに関する人権問題の多くは、社会に浸透している無知と偏見からくるものです。この
ことから学校や職場、社会で知らないうちに傷つけていることがあります。まずは理解すること、認め
ることからはじめていくべきではないでしょうか。
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　8月 22日、夢ホールで、浜坂高校吹奏楽部による「第
20回ハートフルコンサート」が行われました。
　会場には、立ち見が出るほどの来場者があり、41 人
の部員に卒業生などを加えた迫力ある演奏に魅了されて
いました。
　吹奏楽のほかにも、8組が紅白に分かれて出場した歌
合戦などがあり、会場を盛り上げました。
　また、ゲスト出演として「温泉子どもコーラス」の小
学生 15人が合唱を披露しました。

五穀豊穣と無病息災を祈願

音楽で楽しい時間を過ごしました

　8月24日の夜、湯村温泉街で「湯村火祭り」が行われ、
地元の小・中学生や観光客など約200人が参加。「ジー
ロンボ、ターロンボ、ムーギノナーカノクーロンボ」の
はやし言葉に合わせて、たいまつを打ち振りました。
　「ジーロンボ、ターロンボ」は高慢な天狗の次郎坊と太
郎坊、「ムーギノナーカノクーロンボ」は麦がかかる黒穂
病を意味します。
　これらを焼き払って、悪い心や慢心をなくし、五穀豊
穣と無病息災を祈願しました。　

　8月の道路ふれあい月間に合わせ、道路交通の安全と
道路の清掃、花壇の整備など、多年にわたり功績のあっ
た団体や個人に感謝状が送られました。
　千原ボランティア活動組織（代表  太田勲区長）には、
平成 3年から 24年間の道路端花壇の植栽と維持管理活
動を称え、国土交通大臣から感謝状が贈られました。
　また、竹田すこやかクラブには近畿地方整備局長から、
千谷すこやかクラブには豊岡河川国道事務所長から、感
謝状が贈られました。

日ごろの活動に感謝

広報しんおんせん（9月号）

　8月 18 日、加藤文太郎記念図書館で「誰でもできる
本の修理講習会」を行い、15人が参加しました。
　兵庫県立図書館の荒川信子さんが講師を務め、国立国
会図書館が提供している本の修理方法を基に、荒川さん
の実体験を織り交ぜながら講習が進みました。
　破れたページの修理では、和紙をテープ代わりに使う
方法と直接糊付けする方法をみんなで体験しました。
　他にも、破れた背表紙の修理や抜け落ちたページの貼
り直しなどを荒川さんが実演しました。

大切な本、修理で復活

H27（2015）.9.10



21

H27（2015）.9.10

　8月 7日の夜、浜坂県民サンビーチで「七夕まつり」
が開催され、地元の方や海水浴客、キャンプの方などで
にぎわいました。
　販売コーナーでは、焼き鳥やフランクフルト、かき氷
のほか、インドネシア人漁業実習生によるインドネシア
料理「ナシゴレン（焼飯）とソトアヤム（鶏スープ）」
があり、行列ができるほどの人気でした。
　特設ステージでは、インドネシアの歌や踊りなども披
露されました。

ひととき、南国の雰囲気に

好天の下、楽しく真剣に

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（9月号）

　８月１日、介護老人保健施設ささゆりで「ささゆり夏
祭り」を開催し、施設利用者やその家族、高校生のボラ
ンティアなど約 150 人が参加しました。
　食事コーナーでは、焼きそばやトン汁セット、デザー
トバイキングなど 6種類のメニューがセットになって
500 円。来場者は、美味しくてボリューム満点の昼食
を味わっていました。
　3階の特設ステージでは、フラダンスや麒麟獅子舞、
ざんざか踊りなどが披露されました。

夏祭りで楽しく交流

　8月 8日、石橋地区で「石橋池たらい漕ぎ競争」が開
催され、町内外から多くの人が訪れました。
　夏の恒例行事で今年が 22回目。メインのたらい漕ぎ
競争では、バランスを崩しながらも懸命にゴールを目指
しました。オールを器用に漕ぐ参加者がいたり、転覆す
る参加者がいたりと会場は大いに盛り上がりました。
　また、梅干の種とばしや豆腐の早食い競争など趣向を
凝らした催しを実施。最後に、流しそうめんを来場者み
んなで食べてイベントを締めくくりました。

　8月 15 日、健康公園グラウンドと夢が丘中学校グラ
ウンドの 2会場で「第 10回町民ソフトボール大会」が
行われました。
　毎年 8月 15 日に行われているこの大会は、帰省客
も参加して、地区単位でチームをつくります。今年は、
28チーム約 700 人が参加。6ブロックに分かれて、ブ
ロックごとに優勝を争いました。
　試合の後、それぞれの地区では、祝勝会や反省会で盛
り上がったことと思います。

バランスを取りながら前進
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広報しんおんせん（9月号）

夏休み子ども特集

　８月８日、但馬牧場公園で「パフェ作り体験」
を実施し、６組の家族が参加しました。
　用意されたパフェグラスに、アイスクリ―ム、
フレーク、ホイップクリームを盛り重ね、仕上げ
にお好みのシロップやフルーツ、お菓子をトッピ
ングして、オリジナルのパフェを作りました。
　参加者は、出来栄えに満足し「できた～」「か
んせ～い」と声を上げ、完成したパフェを前に記
念撮影。最後は「おいし～」と笑顔で頂きました。

　8月 9日、観光交流センター（薬師湯）で、温
度差で発電して進む船を作る教室を行い、小学生
11人が参加しました。
　500㎖ペットボトルを船体とし、温度差で発電
するペルチェ素子を動力源に船を作成。水槽に船
を浮かべ、船内にお湯を入れると、その温度差で
発電し、船が進む作りになっています。船は完成
しましたが、この日は、猛暑による水温上昇と船
内への浸水で発電量が足りないようでした。

　8月 23 日、浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センタープールで
「第10回新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ水泳記録会」を行い、
町内の小学生 52人が参加しました。
　種目は、個人が自由形と平泳ぎ、それぞれ 25
ｍと 50 ｍでタイムを競い、リレーでは、4人 1
チームで 100 ｍを泳ぎました。
　児童たちは、今年、プールや海で練習してきた
成果を披露。女子のリレーでは、浜坂東小Ａチー
ムが大会新記録で優勝しました。

　８月 23日、但馬牧場公園で「少年少女ラグビー
フットボール交流会」を開催。兵庫県内の3スクー
ルをはじめ、鳥取県や岡山県から合わせて 6ス
クール約 100 人の子どもたちと指導者約 50 人
が集まりました。
　子どもたちは、年齢ごとに分かれてパス回しや
タックルの練習、接触の少ないタグラグビーの試
合や大人顔負けのラグビーの試合を通じて、交流
を深めました。　

オリジナルパフェ、おいしい

温度差で進む船を作成

練習の成果を披露

子どもたちがラグビーで交流
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広報しんおんせん（9月号）

すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

　7月 27 日～ 8月 4日の間、町内の各小・中学
校で、学校給食センター職員が指導する「夏休み
子どもクッキング」を行いました。献立は、野菜
たっぷりのオリジナルカレーライスとハンバー
グ、デザートにトロピカルジュレ。
　7月 28 日には、浜坂北小学校で実施し、児童
25人と教師 4人が参加。児童らは、調理や味付
けのコツを教わりながら、みんなで楽しく料理し
ていました。

　7月30日、山陰海岸ジオパーク館で「ジオ体験」
として「絵手石づくり」を行いました。
　講師の木本博明さん（浜坂）が浜坂県民サンビー
チなどで拾ってきた小石を使用。小石の大きさに
合わせて切り裂いた和紙に絵と文字を書き、小石
と和紙をのりで貼り合わせて完成。
　参加者たちは、カブトムシなどの昆虫やアニメ
のキャラクターなどたくさんの絵手石を作りまし
た。作品は、自宅の玄関などに飾るそうです。

　8月 1 日と 9 日の 2 回、但馬牧場公園で「夏
休み但馬牛講座」を行いました。
　9日は、大阪・神戸・宝塚から 3家族 10 人が
受講。実際に牛を触りながら、但馬牛について説
明を受けたり、ブラッシングをしたり、大きさを
測ったり、鼻紋をとったり、一日かけて但馬牛に
ついて学びました。
　但馬牛に触った感想は「毛が柔らかくて気持ち
良かった」そうです。

　8月 8日、加藤文太郎記念図書館で「一日図書
館員体験」があり、安本あきほさん（浜坂西小 5
年）と塩川陽佳さん（浜坂北小 4年）が図書館
のいろいろな仕事を体験しました。
　「おはなし会」では、小さな子どもたちを相手に、
絵本を読み聞かせたり、折り紙をしたりして遊び
ました。読み聞かせでは、安本さんは「緊張した
けど上手に読めた」、塩川さんは「恥ずかしくて
思うように読めなかった」そうです。

楽しく料理、美味しく食事

自然を生かした作品

但馬牛に触りながら学習

小さな子どもに読み聞かせ
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H27（2015）.9.10

ご
案
内

広報しんおんせん（9月号）

I N F O R M A T I O N
地
方
創
生　
　
　
　
　

　

地
域
活
性
化
研
修
会

　

新
温
泉
町
に
は
、
地
域
食
材
、
郷
土

料
理
、
温
泉
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、

但
馬
杜
氏
、
北
前
船
の
寄
港
地
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

町
の
特
性
を
生
か
し
た
地
方
創
生
を

推
進
す
る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

９
月
26
日
（
土
）

　

午
後
3
時
～
（
受
付  

午
後
2
時
30
分
～
）

▼
と
こ
ろ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

す
こ
や
か
～
に

▼
講
師　

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政
策
課

　

食
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
室
長　

天
野
正
治
氏

（
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
兵
庫

県
担
当
）

▼
内
容

　

基
調
講
演
並
び
に
意
見
交
換
会

　
「
食
・
農
・
地
・
歴
・
人
の
総
魅
力

で
新
温
泉
町
を
活
性
化
」

　

食
と
農
を
中
心
と
し
て
新
温
泉
町
と

し
て
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
。

全
国
的
な
事
例
も
紹
介
し
な
が
ら
講

演
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

▼
内
容

　

影
絵
公
演
『
さ
る
じ
ぞ
う
』
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み　

不
要

山
歩
き
体
験
講
座
（
秋
）

参
加
者
募
集

　

秋
の
身
近
な
山
「
上
ラ
山
」（
標
高

４
９
９
ｍ
）
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
ー
マ

　

山
を
歩
い
て
身
も
心
も
健
康
に

▼
と
き　

10
月
17
日
（
土
）

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
頃

※
雨
天
中
止（
小
雨
の
場
合
で
も
中
止
）

▼
行
程　

現
地
集
合
（
田
君
バ
イ
カ
モ

公
園
）
→
登
山
口
（
栃
谷
）
→
上
ラ

山
→
下
山
（
田
君
）
→
図
書
館
着

※
現
地
集
合
が
難
し
い
方
は
要
相
談

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
）

▼
募
集
人
数　

25
人
程
度　
　

▼
講
師　

陰
山 

道
大
さ
ん
（
栃
谷
）

▼
募
集
期
限　

10
月
13
日
（
火
）　　

▼
持
ち
物　

お
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、

手
袋
、
タ
オ
ル
、

　

敷
物
な
ど
（
安

　

全
の
た
め
登
山

　

靴
を
お
勧
め
し

　

ま
す
。）

文
太
郎
鍋

　

図
書
館
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の｢

影
絵

公
演｣

や｢

山
歩
き
体
験
講
座｣

の
あ

と
は
、
文
太
郎
鍋
で
舌
鼓
み
し
ま
し
ょ

う
。
毎
年
恒
例
、
大
好
評
の
鍋
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

玄
関
横

▼
参
加
費　

無
料

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書

館
図
書
館
ま
つ
り

影
絵
公
演

　
「
影
絵
グ
ル
ー
プ
」（
朝
来
市
）
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
影
絵
公
演
を
実
施
し
ま

す
。家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室
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Ａ
Ｐ
Ｇ
Ｎ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
連
イ
ベ
ン
ト

ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
く
遊
ぶ

▼
と
き　

９
月
19
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
環
境
大
学（
鳥
取
市
）

▼
内
容

◇
さ
か
な
ク
ン
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
「
山
陰
の
海
と
お
さ
か
な
」

　

午
前
11
時
～
正
午

◇
ジ
オ
パ
ー
ク
科
学
実
験
教
室

　

正
午
～
午
後
4
時
30
分

◇
基
調
講
演　

午
前
9
時
～
11
時
30
分

①
自
然
に
学
び
、
自
然
と
向
き
合
う

②
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク

の
質
向
上
へ
向
け
た
試
み

③
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
み

◇
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座

①
日
本
近
海
の
海
底
資
源
と
日
本
海　

　

午
後
1
時
30
～
3
時

②
地
域
資
源
と
し
て
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　

活
用　

午
後
3
時
30
分
～
5
時

◇
グ
ル
メ
屋
台
村
・
物
産
展

　

午
前
11
時
～
午
後
4
時

▼
問
合
せ

　

鳥
取
県
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
（
０
８
５
７
）
26
‐
７
６
３
７

新
潟
・
兵
庫
連
携
企
画
展　
　

「
北
前
船
―
地
域
と
文
化

を
つ
な
ぐ
海
の
み
ち
―
」

　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
と
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
と
が
連
携
し
て
、北
海
道
・

山
形
か
ら
山
陰
・
関
西
ま
で
、
広
域
に

わ
た
っ
て
関
連
資
料
を
収
集
し
、
北
前

船
の
航
海
の
あ
り
方
や
船
主
、
輸
送
し

た
各
地

の
産
物
、

寄
港
地

の
姿
を

示
す
諸

資
料
を

展
示
し

ま
す
。

絵馬 幸神丸 （1861 年）
　／為世永神社蔵（諸寄）

▼
と
き

　

9
月
19
日
（
土
）
～
11
月
3
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

※
毎
週
月
曜
日
休
館
（
た
だ
し
、
9
月

21
日
（
月
・
祝
）・
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

は
開
館
、
9
月
24
日
（
木
）・
10
月

13
日
（
火
）
は
休
館
）

▼
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、
大
学

生
７
０
０
円
、
高
校
生
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
無
料

※
20
人
以
上
の
団
体
、
障
が
い
者
及
び

そ
の
介
護
者
、
65
歳
以
上
の
方
は
割

引
有
り

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
（
姫
路
市
）

　

℡
（
０
７
９
）
２
８
８
‐
９
０
１
１

プレイベントにもお越しください！
▼ところ　但馬牧場公園
▼内容・とき
◇但馬牛クイズ大会
　9月 20日（日）・21日（月）両日とも午後 1時 30分～
◇但馬牛とモッとふれあおう
　9月 20日（日）・21日（月）両日とも午後２時～
◇但馬ビーフ試食会　参加費 100 円／ 1人
　9月 20日（日）　午前 10時 30分～
　整理券配布　午前 10時 15分～
▼問合せ　但馬牧場公園　℡ 92-2641

楽しい、美味しい但馬牛の祭典　第 22 回但馬 “ 牛まつり ” 
▼と　き
　9月 27日（日）
　午前 10時～午後４時（小雨決行）
▼ところ　但馬牧場公園
▼内　容
◇但馬 “牛まつり ” パレード
◇郷土芸能発表
◇但馬牛○×クイズ
◇但馬地域特産品の展示即売
◇子どもの広場
◇但馬ビーフを食べ尽くせ !!
◇但馬杜氏「日本酒まつり」
◇但馬牛の絵展（11日～ 28日）
◇「福もち」まき大会
▼問合せ
　但馬 “牛まつり ” 実行委員会
　（温泉総合支所　地域振興課内）
　℡ 92-1131
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舞  台  発  表
会　　場 浜　坂　会　場 温　泉　会　場

内　　容
謡曲、舞踊、詩吟、コーラス、カラオケ、寸劇、手品、ピアノ演奏､ 楽器演奏など団体、個人、
グループ、同好会、保存会の皆さんの出演をお待ちしています。
※発表時間は、団体 10分､ 個人５分程度（各会場で個別に調整します。）

申込期限 10 月 9日（金）まで 10月 9日（金）まで

打合せ会

10 月 16 日（金）午後６時 30分～
浜坂多目的集会施設
内容：プログラムの編成

10月 22日（木）午後 6時～
町民センター
対象：出展、出店、出演等団体

※代表者は必ず出席してください。

そ の 他 バザー等催し物、模擬店の出店の申込みも受
け付けます。

浜 坂 会 場
会場：浜坂多目的集会施設

温 泉 会 場
会場：町民センター、夢ホール

作　品　展 10 月 30 日（金）～ 11 月 2 日（月）
　午前 9 時～午後 5 時（最終日は正午まで）

11 月 1 日（日）～ 3 日（祝）
　午前 9 時～午後５時（最終日は午後 3 時まで）

文化公演会 11 月 3 日（祝）午後 2 時～ 2 時 50 分

お　茶　席 10 月 31 日（土）午前 9 時～午後 4 時 11 月 3 日（祝）午前 9 時～午後 3 時

舞 台  発 表 11 月 3 日（祝）午前 10 時～午後 4 時 11 月 3 日（祝）午前 9 時 50 分～午後 0 時 30 分

そ　の　他 菊花展：10 月 30 日（金）～ 11 月 3 日（祝）お楽しみ抽選会：11 月 3 日（祝）午後 3 時～

バザー・催し 等 11 月 1 日（日）味わいコーナー他 11 月 3 日（祝）午前 9 時～午後 3 時 30 分

　　◇主催　新温泉町文化祭浜坂会場・温泉会場実行委員会
　　◇後援　新温泉町、新温泉町教育委員会、浜坂公民館、温泉公民館、新温泉町文化協会

第 11 回新温泉町文化祭のご案内
メインテーマ「ゆとりと潤い・文化創造の町」

展示作品出品者、舞台発表者を募集しています

☆作品出展、舞台出演、バザー等催し物の申込書は、各公民館にあります。
☆申込み・問合せ　新温泉町文化祭実行委員会
　　　　　　　　　浜坂会場：浜坂公民館内　℡ 82-4339　／　温泉会場：温泉公民館内　℡ 92-1870

作     品     展
会　　場 浜　坂　会　場 温　泉　会　場

出品作品

①絵画の部　　油絵、水彩、墨絵、スケッチ、洋画、日本画、絵手紙等
②手工芸の部　編み物、押し絵、切り絵、ちぎり絵、刺繍、パッチワーク、版画等
③詩歌の部　　作品は色紙、短冊にしてください。
④書の部　　　表装または仮表装してください。
⑤写真の部　　テーマ自由・大きさは四つ切 ･Ｗ四つ切
⑥その他　　　陶芸、盆栽、染色、菊花等文化祭の作品にふさわしいもの

申込期限 10 月 9日（金）まで
※作品は同一部門一人 3点以内

10月 9日（金）まで
※作品は同一部門一人 3点以内

搬入・展示 10 月 29日（木）午後１時～５時 10月 30日（金）、31日（土）
午前 9時～午後 5時

※係員の指示に従い各自でお願いします。作品、入れ物には必ず名前を記入してください。

搬　　出 11 月 2日（月）正午～午後 1時 11月 3日（祝）　午後３時以降
※各自でお願いします。　
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お
知
ら
せ

公
立
浜
坂
病
院

夜
間
の
救
急
時
間
外
診

察
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

夜
間
の
救
急
時
間
外
診
察
の
受
け
入

れ
時
間
を
次
の
と
お
り
延
長
し
ま
す
。

時
間
外
で
緊
急
に
診
察
を
希
望
さ
れ
る

際
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
必
ず
事
前
に

お
電
話
で
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
当
直
医
の
専
門
性
に
よ
り
お
受
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
け
入
れ
時
間

　

変
更
前　

午
後
９
時
ま
で

　

変
更
後　

午
後
10
時
ま
で

▼
変
更
日　

10
月
１
日
～

24
時
間
受
け
入
れ
し
て

い
る
患
者
に
つ
い
て

　

次
の
患
者
は
24
時
間
受
け
入
れ
し
て

い
ま
す
。

◇
心
肺
停
止
の
患
者

◇
開
業
医
か
ら
の
依
頼
患
者

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り
の
入

所
者

◇
浜
坂
病
院
を
退
院
後
２
週
間
以
内
の

患
者

技
大
祭

▼
と
き　

9
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

模
擬
店
、
も
の
づ
く
り
体
験

　
（
木
工
、
金
属
加
工
）、
各
種
イ
ベ
ン

　

ト
、
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ　

な
ど

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

℡
０
７
９
６
‐
24
‐
２
２
３
３

第
10
回
蓄
音
器　
　
　

「
懐
か
し
の
音
色
」
鑑
賞
会

～
秋
の
訪
れ
に
よ
せ
て
～

▼
と
き

　

9
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

40
名
（
先
着
順
）

※
9
月
20
日
（
日
）
か
ら
受
付
開
始
、

定
員
に
な
り
次
第
終
了

▼
と
こ
ろ
・
申
込
み

　

ま
ち
歩
き
案
内
所
『
松
籟
庵
』

　

℡
80
‐
１
１
２
６

※
毎
週
水
曜
日
は
休
館

◇
浜
坂
病
院
の
医
師
が
24
時
間
受
け
入

れ
が
必
要
と
判
断
し
た
患
者

◇
浜
坂
病
院
が
訪
問
診
療
を
し
て
い
る

患
者

◇
は
ま
さ
か
訪
問
看
護
が
担
当
し
て
い

る
在
宅
患
者

◇
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
患

者小
児
科
の
発
達
相
談
の

予
約
制
に
つ
い
て

　

発
達
相
談
を
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。
受
診
す
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
診

し
て
い
た
だ
く
た
め
必
ず
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
発
達
相
談
の
診
察
予
定

　

担
当
医　

太
田
垣
医
師

▼
と
き　

第
２
、
第
４
水
曜
日

▼
予
約
の
時
間
枠

①
午
前
11
時
～

②
午
後
４
時
～

③
午
後
４
時
30
分
～

―
予
約
・
問
合
せ
―

　

公
立
浜
坂
病
院　

℡
82
‐
１
６
１
１

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
等
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
な
ど
、
家
族
等
の
方
で

も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
予
約
制

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
29
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
（
三
谷
）

▼
担
当

　

但
馬
病
院
精
神
科
医
、
保
健
師

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
予
約
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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移
動
図
書
館
車
巡
回
日
の
変
更

　

９
月
第
４
水
曜
日
（
９
月
23
日
）
の

移
動
図
書
館
車
「
さ
さ
ゆ
り
号
」
浜
坂

地
域
（
三
尾
・
指
杭
方
面
）
の
運
行
日

程
を
変
更
し
ま
す
。

▼
運
行
日

　

変
更
前　

９
月
23
日
（
水
）

　

変
更
後　

９
月
29
日
（
火
）

▼
対
象
地
域　
　

　

浜
坂
地
域
（
三
尾
・
指
杭
）

▼
問
合
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

～
や
さ
し
さ
と
笑
顔
で
走
る
兵
庫
の
道
～

　

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

を
運
動
の
基
本
に

◇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

◇
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

◇
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
推
進

の
４
点
を
運
動
の
重
点
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で
も
減
ら

す
た
め
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ　

町
民
課

　

℡
82
‐
５
６
２
１

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断

が
無
料
で
で
き
ま
す
！

　

町
が「
簡
易
耐
震
診
断
員（
建
築
士
）」

を
派
遣
し
て
住
宅
の
耐
震
性
の
評
価
、

耐
震
改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
ま
と

め
た
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
を
実
施
し
、
地
震
に
耐

え
る
こ
と
の
で
き
る
住
ま
い
づ
く
り
を

し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
住
宅

　

町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
着
工
（
建
築
）
さ
れ

た
も
の

※
工
法
や
構
造
に
よ
り
対
象
外
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
個
人
負
担　

無
料

▼
申
込
方
法　

建
設
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
建
設
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

12
月
25
日
（
金
）

※
予
定
件
数
に
達
し
次
第
終
了

▼
耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
場
合

　

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、

県
の
「
ひ
ょ
う
ご
住
ま
い
の
耐
震
化

促
進
事
業
」
で
耐
震
改
修
計
画
策
定

費
や
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
が
助

成
さ
れ
ま
す
（
合
計
最
大
１
２
０
万

円
）。
ま
た
、
耐
震
改
修
工
事
に
は
、

さ
ら
に
町
の
上
乗
せ
補
助
も
あ
り
ま

す
（
最
大
20
万
円
）。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

～
自
動
車
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
～

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
や
高

速
道
路
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
、
9
月

～
11
月
の
間
に
、
全
国
道
路
・
街
路
交

通
情
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

交
通
情
勢
調
査
は
、
昭
和
3
年
か
ら

概
ね
5
年
毎
に
実
施
し
て
い
る
全
国
的

な
規
模
の
調
査
で
あ
り
、
道
路
と
道
路

交
通
の
実
態
を
把
握
し
、道
路
の
計
画
、

建
設
、
管
理
な
ど
に
つ
い
て
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
道
路
の
状

況
調
査
や
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
、

自
動
車
の
利
用
実
態
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
自
動

車
を
お
持
ち
の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に

抽
出
さ
れ
た
ご
家
庭
に
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

国
土
交
通
省　

近
畿
地
方
整
備
局

　

兵
庫
国
道
事
務
所
計
画
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
３
４
‐
１
６
０
０

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会

豊
岡
市
会
場

▼
と
き

　

10
月
20
日
（
火
）
午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

但
馬
地
場
産
ビ
ル　

2
階

新
温
泉
町
会
場

▼
と
き

　

10
月
21
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

2
階

▼
問
合
せ　

豊
岡
税
務
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
５
９
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募　

集

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

祝  

敬
老
の
日
イ
ベ
ン
ト

　

９
月
21
日
の
敬
老
の
日
、
65
歳
以
上

の
方
の
大
浴
場
へ
の
入
浴
料
を
無
料
に

し
ま
す
。

　

多
目
的
風
呂
は
、
65
歳
以
上
の
方
が

一
緒
の
場
合
、
半
額
の
１
０
５
０
円
に

し
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
や
保
険
証
等
で
年
齢
を

　

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

　

℡
83
‐
１
５
２
６

法
務
局
休
日
相
談
所

▼
と
き　

10
月
４
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

▼
内
容

◇
公
開
講
座　

午
後
１
時
～
２
時

　
「
遺
言
と
任
意
後
見
」

◇
各
種
相
談　

午
後
２
時
～
４
時

　

遺
言
、
公
正
証
書
、
登
記
、
土
地
の

境
界
、
人
権
問
題
な
ど
、
専
門
家
が

個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
費
用　

無
料

▼
定
員　

30
人
程
度
（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
４
１
７

新
温
泉
町
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

掲
載
の
資
料
提
供

　

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
新
た
に
作
成

し
、
町
内
の
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て

新
規
学
卒
者
の
地
元
就
職
の
促
進
、Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の
就
職
活
動
の
資
料
と

し
て
、
幅
広
く
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

資
料
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
提
供
情
報（
10
月
１
日
現
在
の
内
容
）

◇
会
社
の
概
要

◇
経
営
方
針
（
経
営
者
の
こ
と
ば
、
貴

社
の
経
営
理
念
、
社
訓
、
コ
ン
セ
プ

ト
等
）

◇
事
業
内
容

◇
会
社
の
特
徴
（
貴
社
の
Ｐ
Ｒ
、
自
慢

で
き
る
こ
と
、
誇
り
に
し
て
い
る
こ

と
、
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
等
）

◇
雇
用
形
態
・
勤
務
条
件
等

◎
雇
用
形
態
（
常
用
、
パ
ー
ト
等
）

◎
勤
務
時
間　

◎
休
日
・
休
暇
（
毎
週
土
、日
、祝
日
等
）

◎
賃
金
形
態
（
月
給
・
日
給
・
時
給
）

◎
賞
与
（
回
数
、
支
給
月
）

◎
各
種
手
当
（
通
勤
手
当
、残
業
手
当
、

職
務
手
当
、
家
族
手
当
等
）

◎
社
会
保
険
等
（
労
災
保
険
、
雇
用
保

険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
退
職

金
制
度
等
）

◎
福
利
厚
生
（
社
員
旅
行
、
社
宅
有
、

結
婚
・
出
産
手
当
、
育
児
・
介
護
休

業
等
）

◎
定
年
制
有
無
（
有
の
場
合
の
年
齢
、

継
続
雇
用
制
度
の
有
無
）

◇
写
真
提
供
（
掲
載
す
る
貴
社
の
写
真

を
画
像
デ
ー
タ
で
最
大
3
枚
）

▼
発
刊
に
伴
う
経
費
は
無
料
で
す
。
掲

載
に
か
か
る
資
料
は
無
償
提
供
で
お

願
い
し
ま
す
。

▼
資
料
提
出
期
限　

９
月
25
日
（
金
）

▼
提
出
方
法　

電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
、

持
参
で
、
商
工
観
光
課
、
温
泉
総
合

支
所
地
域
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
様
式
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
電
子

メ
ー
ル
で
の
提
出
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

様
式
を
送
付
し
ま
す
。

▼
様
式
請
求
・
問
合
せ　
　
　
　
　
　

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

　

電
子
メ
ー
ル

　

syokokanko@
tow
n.shinonsen.lg.jp

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト　
　
　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　

来
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
11
回

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
向
け
た
事
前
イ
ベ
ン
ト
を
上
山
高
原

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
秋
の
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

ブ
ナ
の
植
樹
、
動
植
物
の
観
察
、
ス

ス
キ
草
原
の
散
策
等
を
行
い
ま
す
。
昼

食
は
、
郷
土
料
理
、
餅
つ
き
、
但
馬
牛

試
食
で
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
３
時

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
（
役
場
庁
舎
午

前
8
時
20
分
発
、
温
泉
支
所
午
前
8

時
40
分
発
）

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原

▼
参
加
費　

大
人
８
０
０
円
、
小
中
学

生
５
０
０
円
（
食
事
代
）

▼
持
ち
物　

軍
手
、
雨
具
、
長
靴

▼
募
集
人
員　

50
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

10
月
7
日
（
水
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６
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I N F O R M A T I O N

学
校
給
食
試
食
会
を
実
施

　

学
校
給
食
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
組

に
つ
い
て
、
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
学
校
給
食
試
食
会
を
実

施
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
21
日
（
水
）

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

▼
対
象　

町
民

▼
内
容　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説
明

　

献
立
の
説
明
（
食
育
の
観
点
か
ら
）、

　

給
食
の
試
食

▼
献
立　

ご
は
ん
、手
作
り
魚
ロ
ッ
ケ
、

　

お
か
か
和
え
、
さ
つ
ま
汁
、
新
興
梨
、

　

牛
乳

▼
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
試
食
費　

２
６
０
円
（
当
日
支
払
）

▼
申
込
期
限　

10
月
7
日
（
水
）

※
食
材
の
都
合
上
、
申
込
期
限
後
の
キ

　

ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

　

℡
82
‐
１
３
９
７

●とき　10月 18日（日）
◇開会式　午前８時 30分　出合河川敷グラウンド
◇スタート　午前９時
　　　　　　　地域・一般・中高男子
　　　　　　午前 10時 30分（浜坂県民サンビーチ）
　　　　　　　女子・中高女子・小学生
●部門・コース

●参加費　１チーム　1,000 円
　　　　　　（小・中・高校生は無料）
●申込期限　９月 24日（木）
※生涯教育課または温泉公民館に参加費を添えて
申込書を提出

●問合せ　生涯教育課　スポーツ推進係
　　　　　℡ 82-5629

部　門 コース
地域の部 出合河川敷グラウンド～今

岡金屋～七釜～福富～浜坂
県民サンビーチ
＊５区間　10.6㎞

一般の部

中高男子の部
女子の部 浜坂県民サンビーチ～

岸田川河口付近
＊５区間　7.5㎞
　（1.5㎞× 5　周回コース）

中高女子の部
小学生男子の部
小学生女子の部

第6回岸田川駅伝競走大会

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
120
㎞

ウ
オ
ー
ク
in
因
幡
・
但
馬

▼
と
き　

10
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

開
会
式　

午
前
９
時
30
分
～

▼
コ
ー
ス　

居
組
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
発
（
５
㎞
、
10
㎞
）

※
鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国
前
を
午
前
８

時
30
分
発
の
20
㎞
も
あ
り
ま
す
。

※
ゴ
ー
ル
地
点
（
浦
富
）
に
特
産
品
販

売
コ
ー
ナ
ー
有
り

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円

　
（
保
険
料
、
参
加
記
念
品
を
含
む
）

※
小
中
高
校
生
は
無
料

▼
申
込
期
限　

9
月
18
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ

ウ
オ
ー
ク
西
地
区
実
行
委
員
会

　

℡
（
０
８
５
７
）
21
‐
２
８
８
５

第
９
回
新
温
泉
町
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き　

10
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

男
性
は
、
町
内
に
在
住

　

又
は
在
勤
で
、
大
会
当
日
で
満
40
歳

　

以
上
の
方
。
女
性
は
、
町
内
に
在
住

　

又
は
在
勤
の
方
。（
学
生
は
除
く
）

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
18
名
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
締
切　

９
月
28
日
（
月
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
４
５
１
２

調
理
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　

食
品
衛
生
管
理
を
始
め
、
災
害
時
の

調
理
法
ま
で
調
理
全
般
の
知
識
と
技
能

を
習
得
し
て
、
調
理
の
仕
事
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
2
日
（
月
）
～
12
日
（
木
）

　

の
７
日
間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
内
日
高
地
区
公
民
館

▼
受
講
料　

無
料

▼
応
募
資
格

　

55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
事
前

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

▼
募
集
定
員　

15
名
（
先
着
順
）
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平成 27 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　 ※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　9月 10日（木）から 9月 24日（木）まで
◇面接日時　9月 29日（火）午後 6時から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

事務員 1名 事務補助 日額　　　6,400円 健康福祉課
満60歳未満
簡単なパソコン
操作ができる方

平成27年
10月1日から

平成28年
3月31日まで

午前８時 30分～
午後５時 15分

社会保険・雇用保険
加入

保健師 2名 保健業務 日額　　　8,800円 健康福祉課
（すこやか～に）

満65歳未満
保健師免許

看護師又
は准看護
師

1名
病 院 又 は
診 療 所 の
看護業務

日額　　　8,800円 公立浜坂病院
又は診療所

満65歳未満
看護師又は准看
護師の免許

保育教諭
又は保育
補助員

2名 保育業務

保育士または幼稚園
教諭の免許のある方
日額　　　7,300円

免許のない方
日額　　　6,400円

認定こども園

満65歳未満
保育士又は幼稚
園教員免許

満65歳未満

月～土勤務
午前 8時 30分～

午後 5時
早出、遅出あり
社会保険・雇用保険
加入

お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　　　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　暑い日が続いて、動きたくなくてもやらなければならないこと
が貯まってきますよね。そんなときこそご利用下さい。外作業に慣れた真心あふれる
スタッフが、サービス料金　一時間 1,500 円（税別）でお伺います。サービス期間は
今年度中となっておりますので、この機会に一度お試し下さい。 [ 新温泉町（旧浜坂町）
三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 50 円や、材料費等は別途金額となります。

（軽トラック使用料　1 回 /1 日　4,500 円、草刈り機レンタル料　1 回 /1 日　3,000 円）] 
　お見積もり無料　大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】夏ばてに注意だにゃ～～～

▼
募
集
期
間

　

9
月
18
日
（
金
）
～
23
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
（
公
社
）
美
方

郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
99
‐
２
８
２
８

平
成
27
年
度
兵
庫
県
立　

但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集

▼
募
集
学
科　

機
械
制
御
工
学
科
、
建

築
工
学
科
、　

自
動
車
工
学
科

▼
試
験
区
分　

推
薦
入
校
試
験

▼
試
験
日　

10
月
24
日
（
土
）

▼
募
集
期
間

　

10
月
1
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

一
般
入
校
試
験（
第
１
回
）

の
試
験
日
は
11
月
28
日
（
土
）

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

試　

験
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん 住　所 氏　　名 保護者 出生日

広報しんおんせん（9月号）

9 月号
vol.120

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

H27（2015）.9.10

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

7 月 16 日～ 8 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　9月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,539 人 （ー  18）

　男 7,397 人 （ー  13）

　女 8,142 人 （ー    5）

世帯数 5,813 世帯 （ー    9）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

国民健康保険税第 3 期
納期限 9 月 30 日（水）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　　税務課　℡ 82-3113

国民健康保険に
加入するとき・やめるとき

　必ず、健康福祉課または温泉総合支所
　地域振興課へ届け出てください。

健康福祉課　℡ 82-5620


